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【令和３年度（事業開始）・令和４年度】
 下記、モデル地区で、都薬版トレーシングレポートを運用し、協力医療機関（医師・薬剤

師）及び薬局へのアンケート調査を実施。「薬薬連携推進関係者連絡会」で調査結果を

検討し、結果を参加医療機関、地区薬剤師会等にフィードバックした。

（令和３年度は、「医療機関」のみアンケート調査を実施）

【目的】
 保険薬局から医療機関へ、トレーシングレポートにより積極的に服薬情報等を提供でき

る環境を整備して、患者の服薬状況等の一元的･継続的な把握を進め、質の高い医療

の提供を目指す。

東京都薬剤師会が作成したトレーシングレポート（一般用・抗がん薬治療用）を使用し

て情報提供する。

「令和３年度」 モデル地区
1.区中央部 保健医療圏（千代田、中央、港、文京、台東）
2.区西北部 保健医療圏（豊島、北、板橋、練馬）
3.区東部 保健医療圏（墨田、江東、江戸川）
4.北多摩南部 保健医療圏（武蔵野、三鷹、府中、調布、小金井、狛江）

「令和４年度」 モデル地区
5.区南部 保健医療圏（品川、大田）
6.区西南部 保健医療圏（目黒、世田谷、渋谷）
7.南多摩 保健医療圏（八王子、町田、日野、多摩、稲城）
8.西多摩 保健医療圏（青梅、福生、あきる野、羽村、瑞穂、日の出、奥多摩、檜原村）
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【令和５年度の対象地域（４医療圏）と運用期間】

今年度のモデル地区（４医療圏） 運用期間（令和5年10月中旬～令和6年1月）
1. 区東北部 保健医療圏（足立、荒川、葛飾）
2. 区西部 保健医療圏（新宿、杉並、中野）
3. 北多摩北部 保健医療圏（清瀬、小平、西東京、東久留米、東村山）
4. 北多摩西部 保健医療圏（昭島、国立、国分寺、立川、東大和、武蔵村山）

4

3

2 1

薬薬連携推進事業<R3～R5年度>



【令和５年度 説明会に参加いただいている医療機関】
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＊都薬ホームページ
HOME＞ 薬剤師の資質向上を目指して＞・・・＞薬薬連携推進事業の部屋

https://www.toyaku.or.jp/improvement/progress/
yakuren-download.html

【令和５年度 協力医療機関】

・事業対象医療圏内のご協力いただけ
る「協力医療機関」「窓口・連絡先」 な
などを掲載。
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【令和５年度 都薬版トレーシングレポート（抗がん薬治療用）】

・発症時期を記載できるよう修正
したものを掲載。
（令和 4 年度「 医療機関 及び薬局
へのアンケート調査結果」より）
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【令和５年度 都薬版トレーシングレポート（抗がん薬治療用）】

「都薬版トレーシン グレポート（抗がん薬治療用）」の各副作用項目に
あわせて、作用機序や発現時期などの基本知識、診療ガイドラインより引
用した支持療法等の補足解説で構成されている。



保険薬局での対応 医療機関での対応

①服薬指導時等において、処方医に

情報提供すべきと思われる情報が
あった際、薬剤師がトレーシングレ
ポートに必要事項を記載し、FAX等
にて医療機関宛に送信する（「医療
機関窓口一覧」を参照）。

②トレーシングレポートを受信した「病院薬剤

師」は、レポート内容を確認して処方医へ内
容を伝え、必要に応じて対応を協議する。

③トレーシングレポート＜返信欄＞には、

医療機関での処方医の対応、返信日、
医療機関名等を記入の上、保険薬局宛
にFAX等にて返信する。

④電子カルテ等へトレーシングレポート

を文書として取り込むなど記録を残す。

④医療機関からの返信内容を薬歴等

に記載するなど、記録を残す。
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【令和5年度 薬薬連携推進事業 運用の流れ】
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【青梅市立総合病院でのトレーシングレポートの運用】

病院内での運用統一
・薬局薬剤師⇒医師から 薬局薬剤師⇒病院薬剤師⇒医師へ
・情報の受け取りが地域連携室であったので薬剤部へ
・医師へ文書にてトレーシングレポートの目的の再確認
・院内の書式がなかったので都薬版をベースに作成

目的
・病院と保険薬局で情報を共有し、薬物療法の有効性、安全性の向上。

トレーシングレポートの種類
・一般用
・抗がん薬用
・吸入指導用
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一般用：DI室担当者 抗がん薬用：ケモ室担当者

【青梅市立総合病院でのトレーシングレポートの運用】

内容の確認（分類）
一般
①服薬状況 ②残薬調整 ③適正使用 ④手技 ⑤副作用
⑥ポリファーマシー ⑦処方提案 ⑧その他

抗がん薬
①服薬状況 ②支持療法 ③副作用 ④その他

必要時
保険薬局へ返信

内容の確認（対応）
①薬剤師の詳細調査と医師と直接相談
②医師が次回診察時に対応が必要
（電子カルテ掲示板・レターで内容伝達）
③医師に情報提供（電子カルテ文書保管）

より詳細な情報が必要な場合、薬局に情報収集を依頼
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トレーシングレポートの受領数と内容の分類
分類（一般用） 10月 11月 12月 1月 合計

総数 36 33 44 39 152

・服薬状況 23 22 23 27 95

・副作用 4 1 4 1 10

・適正使用 0 2 0 0 2

・処方提案 0 0 2 4 6

・手技 1 0 3 1 5

・残薬調整 7 7 12 6 32

・ポリファーマシー 0 0 0 0 0

・重複投与 0 0 0 0 0

・その他 1 1 0 0 2

対応（一般用）

医師への直接連絡 10 7 5 6 28

薬局への返信 1 1 0 0 2

処方変更(次回受診時） 4 7 11 4 26
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トレーシングレポートの受領数と内容の分類
分類（抗がん薬用） 10月 11月 12月 1月 合計

総数 0 2 2 0 4

・服薬状況 0 0 0 0 0

・副作用 0 2 2 0 4

・支持療法 0 0 0 0 0

・その他 0 0 0 0 0

対応（抗がん薬用）

医師への直接連絡 0 0 0 0 0

薬局への返信 0 0 0 0 0

処方変更(次回受診時） 0 0 0 0 0

情報提供

連携充実加算算定数 68 71 68 72 279

薬薬連携の研修会の実施
・がんに関すること：令和３年度 2回、令和４年度 4回
・吸入に関すること：令和４年度 1回



医療機関（医師・薬剤師）、保険薬局薬剤師

⇒ 運用期間（令和5年10月中旬～令和6年1月）終了後に、
アンケート調査を行っていただく予定です。

 「都薬版トレーシングレポート」の使用率
 情報提供の内容
 役に立った事例
 事業に対するご意見、ご要望

ご協力よろしくお願いいたします。
（令和４ 年度 「薬薬連携推進事業」に関するアンケート調査結果及び

調査票＜保険薬局＞＜医療機関＞をご参考ください。）
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【アンケート調査のご協力について】



・都薬で保険薬局薬剤師及び医療機関（医師・薬剤師）へのアン
ケート結果をまとめる。

・東京都医師会、東京都病院薬剤師会、東京都薬剤師会の委員で
構成される「薬薬連携推進関係者連絡会」で内容の検討。

薬局

医療機関で対応して、返信

東京都病院
薬剤師会

連携薬局
（都の認定を取得）

東 京 都
医 師 会

トレーシングレポート

地区
薬剤師会

モ デ ル医療圏

支援・研修

調整

病院
薬剤師

主治医

医療機関

服薬指導・患者情報聞き取り同意書

計画の策定、マニュアルの制定、改善点の反映等

情報
提供

課題の報告
情報共有

課題の報告

薬薬連携推進関係者連絡会

患 者
全地区薬剤師会

その結果を保険薬局や医療機関にフィードバックする。

薬局薬剤師

次回の処方に反映
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【薬薬連携推進関係者連絡会】

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=85zXajk45hD63M&tbnid=hRdyhx5COfzRLM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.kitayaku.or.jp/center/center76.html&ei=hDKEU4G2IYz88QXeyIC4BQ&bvm=bv.67720277,d.dGc&psig=AFQjCNFT6WXlW3mvUa9CZUBtPX-EVHm90g&ust=1401259001830200
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=85zXajk45hD63M&tbnid=hRdyhx5COfzRLM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.kitayaku.or.jp/center/center76.html&ei=hDKEU4G2IYz88QXeyIC4BQ&bvm=bv.67720277,d.dGc&psig=AFQjCNFT6WXlW3mvUa9CZUBtPX-EVHm90g&ust=1401259001830200


・下記までご連絡ください。

公益社団法人東京都薬剤師会 薬事情報課 谷口

E-mail druginfo@toyaku.or.jp

TEL 03-3292-0735

FAX 03-3295-2333

＜東京都薬剤師会ホームページ
「薬薬連携推進事業の部屋」に掲載＞

・医療機関窓口一覧
（FAX番号などをいただける場合は、10月13日（金）
までにご連絡をお願い致します。）

・問い合わせQ＆A
・都薬版 トレーシングレポート

【ご質問・お問い合わせ等】
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※上記日程で難しい場合は、後日、ご連絡をお願い致します。



この事業は、東京都の委託を受けて、
公社）東京都薬剤師会と、一社）東京都病院薬剤師会が

一体となって実施しています。

ご協力の程、よろしくお願い致します。

ご清聴ありがとうございました。
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